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まえがき

　

この規格は， 日本農林規格等に関する法律に基づき， 日本農林規格調査会の審議を経て， 農林水産大

臣が改正した日本農林規格である。 これによって， 生産情報公表豚肉の日本農林規格 （平成３１年２月１５

日付け農林水産省告示第３５８号） は改正され， この規格に置き換えられた。

　

この規格の一部が， 特許権， 出願公開後の特許出願， 実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願

に抵触する可能性があることに注意を喚起する。 農林水産大臣及び日本農林規格調査会は， このような

特許権， 出願公開後の特許出願， 実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認につい

て， 責任はもたない。

（２）
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生産情報公表豚肉
Ｐｏｒｋｗｉｔｈｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎｄｅｔａｉ－ｓ

ｌ 適用範囲

この規格は，生産ｉ情報公壕…豚肉の生産の方法について規定する。

２

　

用語及び定義

　

この規格で用いる主な用語及び定義は， 次による。

２．ｉ

生産情報

　

豚肉の生産に係る次の情幸＆

ａ）

　

出生の年月日

ｂ） 管理者（２．２）の氏名又は名称，住所及び連絡先並びにその管理の開始の年月日［認証生産行程管理者又は

　

認証外国生産行程管理者の情報を公法…する場合にあっては，当該認証生産そ誘呈管理者又は認証外国生産行

　　

程管理者の氏名又は名称，住所及び連絡先並びに管理者（２．２）の氏名又は名称及び住所並びに管理の開始

　　

の年月日］

ｃ）

　

豚の飼養のための施設の所在地及び当該飼養施錆鋤こおける飼養の開始の年月日

ｄ） とさっの年月日

ｅ） と畜者の氏名又は名称及び連絡先並びに当該豚がとさつされたと畜場の名称及び所在地

り

　

管理者（２．２）が給餌した飼料の名称

ｇ）

　

管理者（２．２）が使用した動物用医薬品（２．３）の薬効別分類及び名称

注記

　

薬効別分類については，箇条３に示す。
２．２

管理者

豚の所有者その他豚を管理する者。

２．３

動物用医薬品

　

医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和３５年法律第１４５号）第８３条第

１項の規定により読み替えて適用される第４９条第１項の規定により農林水産大臣が指定する医薬品並びに同法

第８３条の４第１項又は第８３条の５第１項の規定により使用者が遵守すべき基準が定められた医薬品。
２．４

生産情報公表豚肉
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箇条４及び箇条Ｓの要求事項に適合する豚肉。
２．５

個体識別番号

　

豚の個体を識況－Ｊするために必要な番号又は記号で認証生産行程管理者又は認言正外国生産行程管理者が豚ごと

に定めるもの。

２．６

豚群

　

同一の生産情報（２．１） （出生の年月日及び飼養の開始の年月日を除く。）を有する群で当該群に属さない豚

が混入しないよう管理されたもの。

２．７

豚群識別番号

豚群（２，６）を言棚＝するために必要な番号又は記号で認証生産行程管理者又は認証ご外国生産キ罪掌管理者が豚群

（２．６） ごとに定めるもの。

２．８

荷口番号

４ｂ）の規定により荷口ごとに生産情報を公表している場合における当該荷口を識別するために必要な番号又

は記号。

３

　

薬効別分類

　

薬効別分類は，次による。

ａ）

　

麻酔剤

ｂ） 催眠金崎紡ｑ

ｃ） 解熱鎮痛消炎剤

ｄ） 鎮けい（座）剤

ｅ）

　

自律神経剤

０

　

強心剤

　

′

ｇ）

　

鎮がい（咳）きょたん（疲）剤

ｈ） 利尿剤

ｉ）

　

０～ｈ）の薬剤以外の循環器官系用剤， 呼吸器官系用剤及び泌尿器官系用剤

ｊ）

　

整胃腸剤［止しや（潟），吸着，消泡剤を含む。］

幻

　

ホルモン剤

１）

　

子宮耳殊宿剤

ｍ） サルファ剤

ｎ） 合成抗菌剤

ｏ） 抗原虫剤

ｐ） 抗生物質製剤

ｑ）

　

内寄生虫駆除剤
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ｒ）

　

ｍ）～①の薬剤以外の寄生↑生皮ふ疾患用剤

ｓ） ワクチン

ｔ）

　

抗血清

ｕ） ｓ）及びｔ）の薬剤以外の生物学的製剤

ｖ）

　

ａ）～ｕ）の薬剤以外のその他の薬剤

４

　

生産の方法

生産情報公壊ミ豚肉の生産の方法についての基準は，次による。

ａ）

　

生産情報を一頭ごと又は－豚群ごとに正確に記録するとともに，その記録を保管し，事実に即して公表し

　　

ていること。

ｂ） いずれの豚（豚群を含む。）から得られた豚肉であるかを識別することが困難である場合は，同一の認証

　　

生産行程管理者又は認証外国生産行程管理者の荷口ごとに事実に即して公表することができる。

５

　

表示

５．１

　

表示事項

　

表示事項については，食品表示基準（平成２７年内閣府令第１０号）の規定に従うほか，次の事項を表示しな

ければならない。ただし，ｃ）にあっては， 生産情報が，小売販売業者以外の販売業者にあっては容器若しくは

包装の見やすい箇所，送り状又は納品書等に，小売販売業者にあっては容器若しくは包装の見やすい箇所又は

豚肉に近接した掲示その他見やすい場所に事実に即して表示されている場合には，省略することができる。

ａ）

　

個体諸鯛ｉ番号又は豚群詐湖１」番号

ｂ） ４ｂ）により荷ロごとに生産情報を公法をしている場合にあっては，ａ）に代えて荷ロ番号

ｃ）

　

生産情報の公法…の方法

５．２

　

表示の方法

　

表示の方法については，食品表示基準の規定に従うほか，次による。

ａ）

　

名称

　

名称の表示は，その内容を表す一般的な名称に近接して
“生産情報公法…豚肉”と記載しなければな

　　

らない。

ｂ） 個体識別番号，豚群識別番号又は荷口番号

　

個体調漏り番号，豚群識漏り番号又は荷ロ番号の表示は，小売販

　　

売業者以外の販売業者にあっては容器若しくは包装の見やすい箇所，送り状又は納品書等に，小売販売業

　　

者にあっては容器若しくは包装の見やすい箇所又は豚肉に近接した掲示その他見やすい場所に記載しなけ

　　

ればならない。

ｃ）

　

生産情報の公表の方法

　

生産情報の公液…の方法の表示は，ファックス番号，ホームページアドレス等生産

　　

情報を入手するために必要な連絡先を，小売販売業者以外の販売業者にあっては容器若しくは包装の見や

　　

すい箇所，送り状又は納品書等に，小売販売業者にあっては容器若しくは包装の見やすい箇所又は豚肉に

　　

近接した掲示その他見やすい場所に記載しなければならない。

５．３

　

表示禁止事項．

表示禁止事項にっいては，食品表示基準の規定に従うほか，５．”こ規定する事項及び箇条４の規定により公壊

された生産情報の内容と矛盾する用語を表示してはならない。



制定等の履歴

　

制

　　

定

　

平成１６年６月２５日農林水産省告示第１２１９号

　

改

　　

正

　

平成１８年２月２８日農林水産省告示第２１０号

　

改

　　

正

　

平成２０年１１月１１日農林水産省告示第１６１２号

確

　　

認

　

平成２６年２月２５日農林水産省告示第３００号

　

改

　　

正

　

平成２７年３月２７日農林水産省告示第７１４号

　

改

　　

正

　

平成２８年２月２４日農林水産省告示第４８９号

改

　　

正

　

平成３０年３月２９日農林水産省告示第６８３号

確

　　

認

　

平成３１年２月１５日農林水産省告示第３５８号

最終改正

　

令和元年１２月１３日農林水産省告示第１６３１号

制定文、改正文、附則等（抄）

○

　

令和元年１２月１３日農林水産省告示第１６３１号

令和元年１２月１３日から施行する。


